
飼養管理失宜が主原因と考えられる産卵成績の低迷を示すコマーシャル採卵鶏の一症例 

 

                           京都府丹後家畜保健衛生所  

    ○村上 司 畑段千鶴子※ 

  

１ はじめに 

  飼養規模約５,０００羽の家族経営採卵養鶏場において、養鶏巡回時の聞き取りの中 

で産卵最盛期である３５週齢の鶏群の産卵成績が低迷（性成熟遅延、低産卵率、低卵重） 

していることを確認した。原因究明の結果、飼養管理失宜が主原因と考えられ、種々の 

対策指導により、顕著な産卵成績の向上がみられたので、その概要を報告する。 

  

２ 発生の概要 

 （１）発生養鶏場の概要 

発生養鶏場の概要を表１に示した。 

発生農場であるＡ養鶏場は宮津市に位置し、コマーシャル褐色卵殻鶏約５,０００羽を

飼養する中規模の採卵養鶏場である。飼養鶏の内訳は平成１８年３月２８日入雛８００

羽、同年１１月４日入雛８００羽、残りは２年から３年鶏であり、今回の発生鶏は平成１

８年３月入雛の鶏であった。飼養管理として、労働力は夫婦２人、中雛期以降は自家配合

飼料を給与、卵販売は小売り主体であった。 

 

  （２）発症鶏群の概要 

    発症鶏群の概要を表２に示した。 

    発症鶏群は平成１８年３月２８日入雛で、確認時の週齢及び羽数はそれぞれ３５週齢、

７９５羽であった。また、畜主によると、２年、３年鶏も同様の産卵成績とのことであっ

たが、現在産卵最盛期である当該鶏をターゲットに対策を実施した。 
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３．対 策 

  （１）原因究明のための調査 

    原因究明のための調査成績を表３、表４、表５に示した。 

    まず、発症鶏群（３５週齢）の現状を調査した結果、臨床所見としては生存率も良好で

低体重以外の著変はみられなかった。疾病関係については、ワクモ等の寄生はみられず鶏

脳脊髄炎及びマイコプラズマシノビエは陰性であったが、マイコプラズマガリセプチィ

カム及び産卵率低下症候群は陽性であった。しかしながら、呼吸器症状、下痢及び卵殻異

常等の症状はみられず一過性の産卵率低下もないことからこれらの関与は薄いものと推

察された。ちなみにワクチン接種はニューカスル病及び鶏伝染性ファブリキウス嚢病の

２種類のみであった。 

  性成熟日齢は、約１８０日齢と当該コマーシャル鶏の飼養衛生管理マニュアルの標準

値１４５日齢と比べてかなり遅延しており、平均体重についても１,７８０ｇと同標準値

２,０４０ｇと比べて低体重であった。一方、鶏群の変動係数は７.５と斉一性は非常に優

れていた。ヘンデｲ産卵率は、７５.１％で同標準値の９３.５％と比べ非常に低い成績で

あった。また平均卵重も５７.７ｇと同標準値６３.５ｇと比べ５.８ｇ軽い値であった。 



 

    次に発症鶏の飼養管理調査を行った。その結果、当該鶏群の幼・中雛期はバタリー育雛

器で飼養されており、大雛になって成鶏舎内の２羽飼いケージに移動する飼養管理方法

となっていた。要するに中雛舎と大雛舎での飼養が省略された管理方法であった。通常、

雛の収容スペースは、日齢とともに広くなるように調整しなければならないのに対し、Ａ

養鶏場では、中雛期の飼養密度が極端に高くなっていた。また、大雛はいきなり成鶏舎２

羽飼いケージに飼養されていた。このことから、育成期の飼養管理が適正に行われていな

かったことが今回の発症要因の一つになっていた可能性が示唆された。 

 

  成鶏期の飼養管理は、朝１回のみ約１３０ｇの自家配合飼料を給与され、午前中に集

卵、餌慣らしは夕方行われていた。点灯時間は１５時間に設定されていた。また、成鶏期

の自家配合飼料成分を調べたところ代謝エネルギー（ＭＥ）は２,８５０ｋcal と同標準

値と同程度であったが、粗蛋白（ＣＰ）は１９.２％であり、同標準値１７％より高かっ

た。ただし、自家配合飼料原料に生の魚、甲殻類が含まれているため、飼料の水分量は約

３０％と高水分飼料となっていた。この結果、飼料摂取成分量を計算したところ、ＣＰは



２０.６ｇ（同標準値１７.５ｇ）と充分充足していたが、ＭＥは３０５ｋcal（同標準値

３３０ｋcal）と不足していたことが判明した。 

 

（２）改善指導 

    調査成績を基にした改善指導内容を表６、表７に示した。 

    今回の発症鶏群の低卵重及び性成熟遅延の原因としては、低体重が主原因と考えら

れ、 低体重の原因については、育成期の飼養管理に問題があったこと、さらにＭＥ摂

取量不 足が考えられた。 

    そこで、飼料給与量を朝１回１３０ｇから１４０ｇに増量するとともに給与方法を夕

方にシフト（朝：夕＝２：８）するよう指導し、ＭＥ摂取量の充足や卵質の向上を図った。

さらに、産卵率向上を目的に点灯時間を１５時間から１６時間に徐々に増加するよう指

導した。 

 

  また、平成１８年１１月４日入雛の育成鶏については、発症鶏群と同様の経過をとる

ことを防ぐとともに、その改善対策を実施することで、今回の発症原因を検証すること

とした。 



  具体的な対策としては、中雛舎の活用と発育状況の確認を実施するよう指導した。 

 つまり、従来は８週齢までバタリ－育雛器で飼養していたのを４週齢までバタリー育

雛器で、その後８週齢までは中雛舎で飼養することを指導した。 

 また、定期的に体重測定を行い発育状況を確認しながら飼料給与量のコントロールを

するよう指導した。 

 

４．成 績 

  （１）産卵率 

    発症鶏群の４１週齢までのヘンディ産卵率の改善効果を図１に示した。 

  指導開始時（３５週齢）の産卵率は７５.１％であり、標準値の９３.５％と比べかなり

低い値であったが、２週間後の３７週齢時では８８.４％となり４１週齢時も８８.２％

と標準値（９１.８％）は下回ったものの、指導しなかった場合の推定産卵率７０％台と

比較すると顕著な改善効果がみられた。 

 

（２）平均卵重 

 発症鶏群の４１週齢までの平均卵重の改善効果を図２に示した。 



 指導開始時（３５週齢）の平均卵重は５７.７ｇであり標準値６３.５ｇと比べ約６ｇも

軽い値であったが、３６週齢時は６０.８ｇ、４１週齢時には６４.８ｇと標準値の６４.

４ｇを若干上回るまでに改善した。 

 

（３）平均体重 

 発症鶏群の３５週齢時の平均体重は、１,７８０ｇであり標準値の２,０３５ｇと比べ

約２５０ｇ軽かったが、３８週齢、４１週齢時ではそれぞれ１,８７０ｇ、１,９５０ｇと

かなり増加し改善傾向が認められた。 また、平成１８年１１月入雛の育成鶏群の発育状

況を調べたところ、４週齢時の平均体重は３６６ｇと、標準値の２８０ｇを上回ってお

り、変動係数も７.５と斉一性は良好であった。また、９週齢時の平均体重は８７１ｇで

あり若干標準値（８３０ｇ）を上回っていた（写真１）。 

 

（４）産卵成績向上による収益効果 

 発症鶏群における指導後の産卵成績向上における収益効果を図３に示した。 



 収益効果は、卵販売収入（２８０円／ｋｇ）から飼料代を差し引いた値とした。その結

果、指導開始（３５週齢）から８０週齢までの４５週間の改善効果を収益で換算した場合、

指導前では２０週齢から８０週齢までに見込まれる１群（８００羽）当たりの所得は約２

１１万円、指導した場合は約２６０万となり、その差約４９万円の所得増が見込まれる結

果となった。また、参考までに２０週齢から８０週齢までの生涯産卵期間中で試算したと

ころ、本来Ａ養鶏場は１群当たり約３４１万円の収益があると試算されることから、これ

までの経営では約１３０万円／群の損をしていたと推察された。  

 

５．まとめ 

 今回の事例は、主に中雛期以降の育成及び成鶏期の飼養管理失宜が原因で産卵成績低迷

に陥ったと考えられた。労働力が乏しい中規模の家族経営体であり、特に飼料の自家配合、

生産卵の個別販売も日常業務に含まれている場合などは、その多忙故に種々の課題に対す

る問題意識がややもすれば希薄となってくると思われる。つまり、今回の場合、経営者が

常に採卵鶏の能力指標を意識した飼養管理に努めていなかったため、産卵能力を発揮でき

ていないことの認識が薄いままで飼養されていたと考えられた。 

  今後、このような事例の発生を防止するためには、以下の２点に注意する必要があると

考えられる。 

  第１は、もし家畜保健衛生所職員が巡回等で採卵養鶏農家に行った場合には、疾病状況

の他に最低、産卵率と卵重を聞き取ることである。そして、これらの数値が週齢に見合っ

た成績なのかどうかを確認することで、鶏群全体の産卵成績、健康状態を大まかに把握す

ることができる。言い換えると、産卵率と卵重は鶏群の育成飼養管理の成功、成鶏期の疾

病の有無、あるいは成鶏期の飼料給与方法の是非を判断できる最初の指標となる。 

 第２は、採卵養鶏農家に育成期の定期的な体重測定を実施させることである。特に内臓

や骨格が形成される６週齢から１２週齢、また、大雛期の過肥にも注意する必要があり、

鶏群の斉一性も確認しながら、飼料給与量等をコントロールするよう指導すべきである。 

  また、仮に同様の事例が起きた場合、現状の産卵成績の数字と標準値の比較を示すのは



当然として、経営的な損益を具体的にわかりやすく数字にして示すことが、農家がより積

極的に改善に向けて取り組むようになり効果的だと思われる。 
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